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2011年 定例観察会 『都市公日の自然～豊構公回の30年』第六回 ●考資料

1.紅 葉 『豊橋公園の自然」 lEjll敏雄著 :昭和58年 発行)(p.81)
十月下旬から始まり、十二月中旬に終わる。

一番早いのはケヤキ、終わりはコナラ類とモ

ミジである。街路樹ではイチョウ、ハンテン

ボク、プラタナスが美しい。同じ種類でも環

境要因によって遅速がある。一番よい例はモ

ミジ (イロハモミジ)で ある。十二月十五日
ごろ公園内を、あちこちしているとモミジの

本の所在が紅葉しているのでよくわかる。園
内で一番の好点は豊城神社前から本丸に抜
ける付近であるが、とりわけ美しさを誇るの

は風生句碑のモミジである。快晴の日に逆光
の位置から仰ぎ見ると華麗である梢がちぢれ 貴色s欅色、紅¨・(12月5日撮影)
かかる十二月二十日前後が最後の美を現す季

節で真つ赤になる。まだ樹間のものは黄緑、樺色、紅と変化が見られるとともに、遅くま
で紅葉が楽しめる。体育館近くの小栗風葉碑付近も古木があり、観葉地点である。思うに
モミジの紅葉期は、 |‐二月中旬であろうか。

2.公 園の野鳥 (下)「 豊橋公園の自然」

黄葉を代表するのはナラ類で木丸の西土塁上

のコナラは、二十日ごろでも見ごたえがする。
市役所の西入り日付近のテリハコナラも遅くま

で生きた黄葉が見られる。渥美、豊橋地方での

黄葉美はコナラ林で、広い範囲に黄の世界を展

開する。代表は葦毛湿原である。十一月下旬か

ら十二月中ごろにかけて、湿原から普門寺まで
(三～四キロ)歩 くと黄と紅の観葉ができる。

純に近い黄ではイチョウである。早いもの遅い

ものさまざま。とにかく、十二月は少なくとも
一度は歩きたい。

(恒川敏雄著 :昭和 58年 発行)(p.104)
(この項は 「富安氏」の筆による。)

豊橋のような気候の温暖な平野部では、夏よりもむしろ冬の方が野鳥の種類が多い。繁
殖地としてよりも、越冬地として利用されるこ
とが多いのである。
豊橋付近でも、冬はハクセキレイ、モズ、ジ
ョウビタキ、シロハラ、ツグミ、ウグイス、メ
ジロ、カシラダカ、アオジや水辺のカワセミ、
キセキレイなどでにぎやかになる。
秋一番にまずモズが姿を見せ 「キィーキイー、
キチキチ」とカン高く叫ぶ。モズのいわゆる“高
鳴き"で、これはナフ張り宣言をしているので モス♂(絵解きで野鳥が議別できる本:叶内拓哉

写真・文:文―総合出版より)

臨

十シキン′ヽゼ(12月5日撮影)

あつて、ナフ張りが確定してしまえば静かになる。



冬の公園で、モズがみはらしのよい枝先

|ごとまって、ゆっくり尾を振つている姿は

印象的である。公園内のツバキの花が咲く

と、メジロが蜜を求めてやつてくる。本丸

跡から豊川べりの茂みの中では、姿はなか

なか見せないが、ウグイスとアオジの地鳴

きがよく聞かれる。

ジョウビタキ♂(絵解きで野鳥が臓別できる本:

叶内拓載写真口文:文―総合出版より)

豊り||の両岸や公園内に多く見られるエノキに

ヤ ドリギの寄生したのがかなりあるが、この

実を求めてヒレンジャクの群れがやつてくる。

スズメより大きなブドウ色の鳥で、尾の先が

赤いのがヒレンジャク、これらがやつてくる カリセミ♀(絵解きで野鳥が

'別

できる本:叶内

拓哉写真・文:文―総合出版より)と、冬鳥たちの季節も終わりを告げるのである。

3.冬 景色 「豊橋公園の自然」 (恒川敏雄著 :昭和 58年 発行)(p.63)

五十六。二 0二七記、この日は、まれにみる寒い日であつた。お堀の斜面に多いヤブツバ

キが午後の陽光を浴びてピカピカ輝いている。落下した花、葉かげにひそむ花、これから

の膏が、それぞれ同じ数であった。常緑広莱樹を代表して公因を飾っている。椿公園と称

しては,

落葉樹ではケヤキの樹形が美しい。細い梢が天空にそびえている風格は公園の王者にふ

さわしい。常緑と落葉の相半ばする豊城の森は、今が最も判明し、真の樹相を把握するこ

とができる。

隅櫓の豊川展望台に立って近く遠くをしげしげながめる。河原と清流、森の緑から構成

される金色島の行く末を思うと胸が熱つぱくなり、川ぞいからの吹き上げる凍風もさして

寒くない。森の中ほどにポッカリあいたすき間がうらめしい。切られたのは主にシロダモ。

四メー トルもあるサイカチは見えない。エノキについたヤ ドリギの球が数えられる。隅櫓

の守り木イスも、その姿が明ら

かになった。

濠内の草たち、とくに常緑の

シダが斜面にあらわに見えてい

る。アオキも今が一番分布がわ

かるキチジョウソウ、ヤブラン

もその量と位置がはつきりして

いる。豊城神社前にたたずむイ

ヌ々キ、スギの老樹がさびた緑

をみせその間の大空に、白い雲

の流れが見られた。

クロガネモチの赤い実なく、

南堤にはもう早春のタンポポ、
スミレ、オイイヌが花を見せる。

春近し。 冬の隅櫂西の議内(12月6日撮影)


